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保全に関する配置計画』（Viale dei Colli Servitu attive e passive e Disposizioni Necessarie alla 
Conservazione di quel Passeggio, s.n.t.,1876）を精査し、住居地区の建物配置、大通りからの住宅ファ
サード、既存建物の改築について論じ、丘陵地区の変容と形成の実態を明らかにしている。 
終章では、19世紀の建築家ジュゼッペ・ポッジが、最終市壁が中世後期1333年に建設されてから約500年に
わたり変化しなかった歴史都市フィレンツェに対し、首都に向けた近代化をどのような理念をもって計画・
実施したかが総括されている。 
 
以上、本論文は、冒頭に述べたことに加えて、その方法の独創性と結果の実証性において国際的にも高く
評価されるレヴェルに到達していることを確信し、本論文の審査委員全員が東京藝術大学博士課程の学位授
与に値することを認めるものである。 
